
1

〇 下水道事業の手引き、及び下水道使用料算定の基本的考え方によると、使用料算定期
間は、一般的に３年から５年程度に設定することが適当であるとされている。

〇 また、高い公共性から安定的な経営が求められることに加え、値上げよって収支不足
が改善されているかという観点で検証期間を十分に設ける必要がある。

〇 以上の理由から、原案通り４年を見直しの期間とすることとしたい。

下水道使用料算定の基本的考え方(日本下水道協会)下水道事業の手引 (国土交通省 )

関 連 資 料一般的な使用料改定の検討期間について
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・民間企業からの参加表明

・民間企業からの提案

令和3年 7月 公募の開始

○ コンセッション方式については、民の経営原理やノウハウが公共下水道事業の運営に
効果的に取り込むことが期待され市財政負担の軽減等が見込まれることから、本運営
方式の導入に向け進めている。

〇 現在、事業者選定に向けた手続きを開始しており、民間企業側に示した事業計画では、
計画的な改築・維持管理のために必要となる定期的な使用料値上げを見込んでいる。

〇 本事業の運営経費は、使用料収入の一部から賄われることとなることから、使用料値
上げの有無が及ぼすコンセッション方式事業者選定への影響は非常に大きい。

安 定 的 な 事 業 実 施 に 向 け た

値 上 げ ス ケ ジ ュ ー ル

コ ン セ ッ シ ョ ン 方 式

事業者選定に向けたスケジュール

令和4年 7月 事業者の選定

11月 事業契約の締結

令和5年 4月～ 20年間の事業開始

令和3年 10月 下水道事業審議会

12月
(審議会答申を頂けた場合)
値上げに関する条例の議案化

令和4年 7月 値上げの施行

値上げの有無が

事業者手上げ等に

影響

コンセッション方式事業者選定への影響について



3

○ 値上げを控えている令和3年2月には、下水道事業について分かりやすく解説した市民
向けのコラムを三浦市ホームページに掲載した。

〇 全4回のコラムでは、下水道管渠や施設の老朽化状況、処理場の運転・維持管理費用、
事業収支上の課題を解説し、使用料値上げの必要性を伝えている。

〇 最終回では、「今後、約20年間の不足額を補うためには約26％の値上げが必要とな
ること」「市民生活等への影響を鑑み段階的な値上げを検討する」旨を説明した。

(http://www.city.miura.kanagawa.jp/mizukankyou/oshietegesuidou.html)

市民周知活動について

市 民 向 け コ ラ ム の 概 要
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新型コロナウイルス感染拡大等への配慮について

〇 原案では、市民生活への影響への配慮から、今後、不足する使用料収入を一回で上げ
きらずに、複数回の値上げで補うこととしている。

〇 使用料収入で賄えない事業費運営にかかる費用は、使用料収入以外を原資として賄わ
れることとなり、既に原案にて激変緩和策が講じられているものと考える。

R4～R7

使用料で賄うべき歳出の不足額 1,157

使用料改正後の不足額

a) 16.0%の値上げを実施 0

b) 4.4%毎の段階的な値上げを実施 116

c) 値上げを実施しない 160

段階的な値上げに伴い約１億円の

不足が生じるが、使用料収入以外の

原資(一般会計等)により賄われる

こととなる。

令 和 4 年 度 か ら 4 年 間 で 生 じ る 不 足 額

(単位：百万円)


